地域振興と連携を目指した講義プログラムの試み　大学の開放授業講座(リカレント教育）を通して英語講義展開 by 植松 大介






Attempting to new lecturing program for aimed at regional promotion and cooperation 
















































比企郡吉見町：1名 比企郡川島町：8名  
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させる。（Home PageとWeb Siteの違い） 




















① Set the timer for fifteen minutes. 
（Fifteen:15をFifty：50と認識される） 
② Show me the music playlist and start the 
music. （Theが認識されず作動しない。） 
③ Jump to Musashigaoka College Web Site. 
(Home Page という言葉を認識しない) 
④ Show me the weather and the forecast in 
都市名. 
⑤ What is the destination for Japan Air Line 
Flight 771(Seven seven one)? 
5. 対応 
 上級編において「この文章を完璧に読めるように
しよう。」ということよりも、「この音をしっかり出
そう。」という形で指導を行った。特に舌の使い方、
丸め方、唇の噛み方を重点的に指導しある程度の発
音ができるように心掛けた。またどうしても解らな
い場合は事前に「割り箸」を用意し、実際に受講生
の口を開け舌先の位置等を指し示した。その結果、
ネイティブスピーカーとほぼ同じような発音ができ
るようになった者もおり、本人も驚くほどであった。 
6. 講義を通じての別効果 
 講義を通して英語に関するものとは別の効果を見
受けることができた。今回はスマートフォンを活用
した講義であったが、特に細かく設定等の指示を行
っていない。また今回のスマートフォンの操作は特
にリカレント受講生には非常に大変な作業であった
と見受けられる。しかし、この設定作業の際に学生
が自主的にリカレント生の隣に座り、設定の手伝い
や、発音の練習を一緒に行っている光景が多く見受
けられた。これはこちら側から学生達にお手伝いす
るよう指示したものではない。 
Ⅳ.まとめ 
受講生による共同作業を 15 回の講義内で複数回
実施し、学生とリカレント生の間でコミュニケーシ
ョンが円滑に取れるよう心掛けた。その結果、連絡
先の交換、学生食堂での食事会、部活動の公式戦で
の観戦応援等、教室という場所を越えての交流が盛
んになっていることが分かった。また今回の試みに
おいては、リカレント生に対して特別なアンケート
調査は行っていないが、最終課題として「リカレン
ト教育を受講して」というテーマでレポートを作成
して頂いた。そのレポートの中には講義のことはも
ちろんだが、「現役の学生と時間を共有できてよか
った」、「学生達に沢山助けてもらった」というコメ
ントが多く見受けられた。さらに本学の学園祭へ一
般参加や日本スリーデーマーチ等で本学の出展ブー
スに足を運んで下さるなど、今回の試みが教室・学
校という枠を飛び出し、地域の様々な交流のきっか
けになったと考える。さらに今後このような機会を
多く設け、大学と地域とが共に学べ、共に活動、振
興を深め、関係強化に努めていきたい。 
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